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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年３月期（平成18年４月１日 ～ 平成19年３月31日）の

連結及び単体業績予想（平成18年５月15日公表）を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

 

記 

 

１．平成19年３月期 業績予想数値の修正（平成18年４月１日～平成18年３月31日） 

 (1）連結        (百万円未満切捨) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 19,800 △  600 △  750 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 19,800 △  550 △  400 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － 50 350 

増 減 率            （％） － － － 

前期実績（平成 18年３月期） 16,534 △1,326 △1,058 

 
 (2）単体        (百万円未満切捨) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 13,538 △  584 △  546 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 13,286 △  206 0 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △  252 378 546 

増 減 率            （％） △  1.9 － － 

前期実績（平成 18年３月期） 14,096 △  610 △1,621 

 

（注）業績予想につきましては、当社グループが現時点で入手可能な情報に基づき当社グループが判

断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。今後発生する状況の変化等によっ

ては、実際の業績等は上記予想数値と異なる場合があります。 
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２．修正の理由 

 中間期の売上高は期初計画を上回りましたが、平成18年10月より医食品バイオ分野の健康志向食

品について顧客への直接販売から代理店への販売に切り替えるため、下半期の売上高は期初計画を下

回ると予想されますので、通期の売上高につきましては、前回（平成18年５月15日、以下同じ）公

表いたしましたとおり19,800百万円（前期比119.8％）を予想しております。 

 利益面では、中間期の実績が期初計画を上回りましたことから、経常利益及び当期純利益につきま

して、いずれも前回公表数値を上方修正し、経常損失550百万円（前期は経常損失1,326百万円）、当

期純損失400百万円（前期は当期純損失1,058百万円）を予想しております。 

 

 

以 上 

 

 

当資料取り扱い上の注意点 
 当資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関す
る見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、
重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものでありま
す。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきくださ
い。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、
競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所
有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素
はこれらに限定されるものではありません。 


